
P.２� まちのできごと

P.６� 健康カレンダー

P.８� 健康知恵袋

P.９� 介護保険ガイド

P.10� みんなで支える国保会計

P.11� 備えて安心52

P.12� 役場からのお知らせ

P.19� 教育委員会だより

P.22� 相談・募集・お知らせ

P.26�  くろしおっ子を紹介します！ほか

10月号の主な内容

●人　口　13,166人　前月比（10人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,772世帯
●15歳未満の年少人口　1,294人（比率9.8％）

●65歳以上の老齢人口　4,541人（比率34.5％）

●人口のうごき

〈2010（平成22）年8月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 28人　出生4人　　  転入24人　　　
【男3人　女1人】 【男12人　女12人】

【女1人】
減少 38人　死亡18人　   転出19人　　　職権1人

【男7人　女11人】 【男8人　女11人】
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【男6,191人  女6,975人】

【男667人  女627人】

【男1,793人  女2,748人】

広報
2010年／平成22年

－No.55－
10月号

8月31日、280匹のアカウミガメの赤ちゃんが、大方くじら保育所の子どもたちによって放流されました。海を目指してよちよちぺた
ぺたと進む姿に、子どもたちは声をそろえて「がんばれー」とエール。波に押し返されながらも、力強く旅立っていきました。

元気に育ってね！元気に育ってね！元気に育ってね！
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まちのできごとまちのできごと

結
婚
５０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
　
婚

岡本　　茂さん・満智子さん

（入野）

しげる ま ち こ

　
結
婚
５０
年
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
第
５３
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
が

９
月
１
日
、新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四

万
十
で
行
わ
れ
ま
し
た（
高
知
新

聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
な
ど
が

主
催
）。
今
年
は
、昭
和
３５
年
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
金
婚
式
を
迎

え
ま
す
。

　
黒
潮
町
か
ら
も
２５
組
の
方
々
が

式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
５０
年
と
い
う
永
い
年
月
を
、苦

楽
を
共
に
歩
み
、意
義
の
あ
る
記

念
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
表

情
は
、と
て
も
豊
か
で
心
健
や
か

な
様
子
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
仲
む
つ
ま
じ
く
、ま
す
ま
す
お

元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

森田　幸男さん・加代子さん

（鈴）

ゆき お か よ こ

兼松　　仁さん・芳枝さん

（下田の口）

じん よし え

宮地　秀行さん・利代さん

（入野）

ひで ゆき り よ

橋田　昭俊さん・和子さん

（蜷川）

としあき かず こ

金子　良喜さん・節子さん

（蜷川）

よし き せつ こ

廣井　　實さん・惠子さん

（入野）

みのる けい こ

金子　　寶さん・和世さん

（蜷川）

たから かず よ

佐野　光延さん・瑤子さん

（入野）

みつ のぶ よう こ

饌町　成章さん・吉子さん

（佐賀）

あきしげ きち こ

鶴島　千代一さん・靜さん

（佐賀）

ち よ かず しずか

松田　智己さん・玲子さん

（入野）

とも み れい こ

中野　　結さん・牧子さん

（入野）

むすぶ まき こ
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まちのできごとまちのできごと

松山　　永さん・芳香さん

（伊田）

えい よし か

堀　　要市さん・玉子さん

（入野）

よう いち たま こ

◆
昭
和
３５
年
（
１
９
６
０
年
）
は

こ
ん
な
年
で
し
た

　
１
月
　
新
日
米
安
全
保
障
条
約

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印

　
４
月
　
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
発
売

　
５
月
　
太
平
洋
岸
に
チ
リ
地
震

に
よ
る
津
波
来
襲

　
６
月
　
初
の
ロ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
た

ば
こ「
ハ
イ
ラ
イ
ト
」発
売

　
９
月
　
日
本
で
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

本
放
送
を
開
始

　
１１
月
　
ジ
ョ
ン
Ｆ
ケ
ネ
デ
ィ
が
第

３５
代
米
国
大
統
領
に
当
選

　
１２
月
　
俳
優
の
石
原
裕
次
郎
と

北
原
三
枝
が
結
婚
・
第
二

次
池
田
内
閣
成
立
、
国
民

所
得
倍
増
計
画
決
定

◆
流
行
歌

月
影
の
ナ
ポ
リ（
森
山
加
代
子
）・

潮
来
笠（
橋
幸
夫
）・
ア
カ
シ
ア
の

雨
が
止
む
時（
西
田
佐
知
子
）・

あ
い
つ（
旗
照
夫
）・
さ
す
ら
い（
小

林
旭
）・ダ
イ
ア
ナ（
山
本
敬
二
郎
）・

一
本
刀
土
俵
入
り（
三
波
春
夫
）・

恋
の
片
道
切
符（
平
尾
昌
晃
）・

霧
笛
が
俺
を
呼
ん
で
い
る（
赤
木

圭
一
郎
）な
ど

◆
物
価

ハ
イ
ラ
イ
ト
一
箱

７０
円
・
学
校

の
先
生
の
初
任
給
１
万
円
・

１７

イ
ン
チ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

４２
万
円
・

コ
ー
ヒ
ー
一
杯

６０
円
・
日
本
酒

（
１
級
）一
升
８
３
５
円

秋田　　拓さん・芙貴さん

（加持）

たく ふ き

澳本　　正さん・五百子さん

（有井川）

ただし い ほ こ

今西　一義さん・道子さん

（中ノ川）

かつ よし みち こ

饌町　壽章さん・テツ子さん

（佐賀）

とし あき こ

尾闢　　功さん・郷女さん

（入野）

いさお きょう こ

山本　留吉さん・幸惠さん

（佐賀）

とめ きち ゆき え

饌岡　與四郎さん・和美さん

（佐賀）

よ し ろう かず み

柿内　　啓さん・總子さん

（入野）

けい ふさ こ

山下　重利さん・泰子さん

（市野々川）

しげ とし やす こ

北原　一弘さん・末子さん

（浮鞭）

かず ひろ すえ こ
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まちのできごとまちのできごと

植田　繁尾さん

（加持）

祝100歳

しげ お

橋田　市野さん

（蜷川）

101歳

いち の

濱闢　佐奈惠さん

（上川口）

103歳

さ な え

小谷　　緑さん

（川奥）

101歳

みどり

田辺　芳尾さん

（加持川）

100歳

よし お

野並　千代子さん

（上田の口）

101歳

ち こよ

佐藤　綾子さん

（上川口）

101歳

あや こ

井上　關子さん

（入野）

祝100歳

かん こ

川村　亀代さん

（馬荷）

102歳

かめ よ

國見　節尾さん

（浮鞭）

103歳

せつ お

三城　秋子さん

（伊田）

102歳

あき こ

長
寿
の
お
祝
い

敬
老
の
日
を
前
に
、
町
内
で
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
と
１
０
０
歳
以
上
の
方（
明
治

４４
年
３
月

３１
日
ま
で

に
出
生
し
た
方
）に
対
し
、
黒
潮
町
長
と
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 
今
年
で
４
回
目
と
な
る
、
北
郷

地
域
の
納
涼
祭
が
８
月

２２
日
、
休

校
と
な
っ
て
い
る
北
郷
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
若
者
の
減
少
で
行
事
が
な
く
な

っ
た
地
域
を
思
う
住
民
有
志
ら
が
、

「
高
齢
の
方
で
も
歩
い
て
来
ら
れ

る
お
祭
り
を
」
と
発
案
し
た
も
の

で
、
寄
付
金
を
集
め
、
法
被
や
う

ち
わ
も
手
作
り
し
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
地
元
で

採
れ
た
野
菜
や
手
作
り
お
菓
子
な

ど
が
売
ら
れ
、
う
ち
わ
を
持
っ
た

家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
が
始
ま
る
と
、
地
域
内

外
か
ら
訪
れ
た
方
々
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
踊
り
に
加
わ
り
、
や
ぐ
ら
の
周

り
に
は
大
き
な
輪
が
。
「
こ
ん
な

に
若
い
人
が
お
る
と
は
ね
」
と
地

元
住
民
も
驚
く
ほ
ど
。
ま
た
、
祭

り
の
最
後
に
は
花
火
も
打
ち
上
げ

ら
れ
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
思
い

の
こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
大
方
高
校
の
美
術
部
が
８
月

１７

日
か
ら

１８
日
に
か
け
、
「
で
あ
い

の
里
蜷
川
」
で
夏
合
宿
を
し
ま
し

た
。
部
員
８
人
と
担
当
の
教
員
２

人
が
泊
ま
り
こ
み
で
の
制
作
活
動
。

課
題
は
「
紙
の
鯉
の
ぼ
り
」
づ
く

り
で
す
。

　
一
畳
ほ
ど
も
あ
る
和
紙
の
よ
う

な
素
材
「
不
織
布
」
を
机
に
渡
し
、

お
も
り
で
固
定
。
下
書
き
に
沿
っ

て
水
性
ペ
ン
キ
で
色
を
付
け
て
い

き
ま
す
。
筆
を
乗
せ
る
と
、
不
織

布
が
ず
れ
た
り
揺
れ
た
り
で
か
な

り
苦
戦
し
て
い
る
様
子
。
そ
れ
で

も
部
員
た
ち
は
、
「
小
さ
い
子
が

喜
ぶ
よ
う
に
工
夫
し
た
」
と
、
固

定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な

発
想
で
、
大
小
合
わ
せ
て

２２
匹
の

鯉
の
ぼ
り
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
講

師
を
務
め
た
坂
折
地
区
の
大
谷
区

長
は
、
「
ア
イ
デ
ィ
ア
に
溢
れ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
ね
」

と
感
心
し
き
り
で
し
た
。

大
方
高
校
美
術
部  

感
性
キ
ラ
リ

北
郷
地
域
の
手
作
り
納
涼
祭

できあがった鯉のぼりは、来年５
月に行われる「カツオと鯉のぼり
川渡しフェスティバル」で訪れた
子どもたちに無料配布されます。
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【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
】

　
一
般
的
に
は
、
主
に
大
学
生
が

企
業
に
一
定
期
間
就
労
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
職
業
に
関
連
し

た
職
業
体
験（
研
修
）を
行
う
こ
と

で
す
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

地
域
に
滞
在
し
な
が
ら
地
域
の
人

た
ち
と
共
に
地
場
産
業
や
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
貢

献
を
通
し
て
学
び
成
長
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
『
ふ
る
さ
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

人
と
地
域

の
研
究
所
」
が
企
画
し
ま
し
た
。

　
体
験
を
通
し
て
の
到
達
目
標
は
、

「
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
が
有
名
な

佐
賀
地
域
で
観
光
・
産
業
の
現
場

に
入
っ
て
汗
を
流
し
、
海
辺
の
ま

ち
の
滞
在
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
発

掘
す
る
こ
と
」
。
イ
ン
タ
ー
ン
生

た
ち
は
漁
家
民
宿
に
宿
泊
し
な
が

ら
黒
潮
一
番
館
を
拠
点
に
、
カ
ツ

オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
や
天
日
塩
製

造
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

【
ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
の
活
動
】

　
８
月

１９
日
午
前
９
時
半
、
黒
潮

一
番
館
の
厨
房
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
生
の
井
上
か
な
美
さ
ん
と
藤
原

育
菜
さ
ん
が
、
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

づ
く
り
体
験
の
受
け
入
れ
準
備
に

追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
人
と
も

大
学
１
年
生
で
、
井
上
さ
ん
は
高

知
工
科
大
学
、
藤
原
さ
ん
は
東
京

農
業
大
学
に
通
っ
て
お
り
、
夏
休

み
を
利
用
し
て
の
参
加
で
す
。

　
黒
潮
一
番
館
で
の
主
な
仕
事
は
、

タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
の
サ
ポ
ー
ト

か
ら
会
場
の
準
備
、
食
器
洗
い
ま

で
、
従
業
員
と
同
じ
仕
事
を
ひ
と

と
お
り
行
い
ま
す
。
時
に
は
重
た

い
バ
ケ
ツ
を
運
ぶ
な
ど
、
力
仕
事

も
こ
な
し
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
天
日
塩
の
製
造
販
売
を

し
て
い
る
「
ソ
ル
テ
ィ
ー
ブ
」
で

は
、
塩
づ
く
り
の
ガ
イ
ド
役
を
勤

め
ま
し
た
。
こ
の
日
は
製
造
過
程

に
で
き
る
「
浴
用
塩
」
の
効
用
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
漁
家
民
宿
で
の
接
客
業

を
通
じ
、
女
将
さ
ん
か
ら
「
お
も

て
な
し
の
心
」
を
教
わ
り
、
盆
踊

り
や
懇
親
会
に
も
参
加
す
る
な
ど
、

約
１
週
間
、
地
域
の
人
や
文
化
に

触
れ
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
】

　
最
終
日
、
体
験
を
終
え
た
イ
ン

タ
ー
ン
生
に
感
想
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　
「
働
く
こ
と
は
大
変
だ
け
ど
、

い
い
人
た
ち
に
出
会
え
て
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
来
ま
す（
井
上
さ
ん
）」、

「
こ
う
い
う
き
っ
か
け
が
な
い
と

知
り
合
え
な
い
人
た
ち
に
出
会
え

た
。
高
知
の
い
い
と
こ
ろ
を
再
発

見
で
き
た（
藤
原
さ
ん
）」
と
、
満

足
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
お
世
話
に
な
っ
て
ば

か
り
で
、
何
か
お
礼
を
し
た
か
っ

た
」
と
言
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
の

は
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
手
作
り

メ
ニ
ュ
ー
表
。
昨
夜
、
宿
泊
先
で

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
作
っ
た
、

２
人
の
協
同
作
品
と
の
こ
と
で
す
。

カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
丼
や
刺
身
定
食

な
ど
、
漁
師
町
な
ら
で
は
の
メ
ニ

ュ
ー
に
ゆ
か
い
な
説
明
書
き
が
ぎ

っ
し
り
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
け
入
れ
側
の
代
表
者

で
あ
り
、
平
成

１１
年
に
「
カ
ツ
オ

の
タ
タ
キ
探
検
隊
」
を
結
成
し
、

以
来
、
カ
ツ
オ
を
活
か
し
た
観
光

に
力
を
入
れ
て
き
た
明
神
多
紀
子

さ
ん
が
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
た

き
っ
か
け
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
が
普
段
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
外
部
か
ら
の
視
点
で

見
る
こ
と
で
、
い
い
と
こ
ろ
や
課

題
点
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
学
生
と
い
う
若
い
方
の
見

方
、
感
じ
方
に
期
待
し
て
い
ま
し

た
」
。
こ
の
事
業
は
体
験
す
る
側

だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ
る
側
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
代

や
生
活
環
境
を
超
え
た
交
流
を
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
発
見
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
た
ち
は

こ
の
体
験
を
持
ち
帰
り
、
「
滞
在

型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
形
で

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
明
神
さ
ん
ら
が

こ
れ
ま
で

１０
年
間
取
り
組
ん
で
き

た
「
も
う
一
歩
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
た
い
」
と
望
む
観
光
メ
ニ
ュ
ー

に
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
「
私
た
ち
に

は
思
い
つ
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
。
メ
ニ
ュ
ー
表
を
見

つ
め
る
明
神
さ
ん
は
、
も
う
す
で

に
何
か
を
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごと

カ
ツ
オ
の
郷
で
滞
在
型
観
光
の

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

〜
ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
が
佐
賀
地
域
で
職
業
体
験
を
し

ま
し
た
〜

「大変ですけど楽しいですよ」。訪れたお
客さんに積極的に話しかける姿が印象
的でした。

2人が作ったメニュー表

少し落ち着いた頃、まかないを１０
分ほどでかき込み次の仕事へ。

「いらっしゃいませ～」。

「浴用塩はにがりの下に溜ま
ったもので、手や顔を洗うと
スベスベになります」。

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
井
上
か
な
美
さ
ん（
上
）

と
藤
原
育
菜
さ
ん（
下
）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

10月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
目
指
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域

米原集会所 9：00～09：05
灘集会所 9：30～09：50
伊田郷集会所 10：05～10：20
伊田浦老人憩の家 10：35～11：00

大　腸　が　ん　検　診
容　器　配　布19日（火）

有井川集会所 11：10～11：30
蜷川健康支援センター 13：30～14：00
上川口消防屯所前 14：20～14：40
上川口浦集会所 10：30～13：00
浮津集落センター 9：30～12：00

健 　 康 　 相 　 談
（ふれあいサロン）21日（木）

下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00
米原集会所
灘集会所
伊田郷集会所
伊田浦老人憩の家 9：00まで大　腸　が　ん　検　診

容　器　回　収22日（金）
有井川集会所
蜷川健康支援センター
上川口消防屯所前
大方中央保育所 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談
錦野集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）

25日（月）
南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
本谷集会所 9：00～09：10
北郷小学校体育館前 9：15～09：30
加持ふれあいセンター 9：40～10：10大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布 湊川ふれあいセンター 10：30～10：5026日（火）
浮津集落センター 13：20～13：30
鞭　旧東部保育所 13：50～14：50
緑野集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）
加持本村集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）27日（水）
上川口郷集会所 9：30～12：00
田村集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）

28日（木）
入野本村集会所 10：00～12：00
上田の口集会所 13：30～14：30健 　 康 　 相 　 談
本谷集会所
北郷小学校体育館前
加持ふれあいセンター
湊川ふれあいセンター

9：00まで大　腸　が　ん　検　診
容　器　回　収29日（金）

浮津集落センター
鞭　旧東部保育所
大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談

新町集会所 11：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）18日（月）



広報くろしお  №55　2010（平成22）年10月号澀

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

10月

03日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222
10日（第2日曜日） さたけ小児科 蕁37－2255 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146
11日（体育の日） 幡多病院 蕁34－6211 沢田医院 蕁0880－63－2304

24日（第4日曜日） 大野内科 蕁37－5281 筒井病院 蕁0880－66－0013
31日（第5日曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

11月
03日（文化の日） 山下整形外科 蕁34－0511 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267
07日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

17日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 田村内科クリニック 蕁0880－62－1668

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

佐賀地域

11月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
仲分川集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談1日（月）

10月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
老人憩の家 9：30～11：00横浜愛育健康相談18日（月）
上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン22日（金）

11月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
鈴漁民センター 10：00～15：00鈴ふれあいサロン10日（水）
馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン22日（月）

大方町民館 9：00～09：20
浜の宮集会所 9：40～10：00
入野本村集会所 10：20～10：40大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布2日（火）
芝集会所 10：55～11：15
錦野集会所 11：30～11：50
早咲集会所 13：30～14：00
伊田老人憩の家 9：30～12：00

健康相談（ふれあいサロン）4日（木）
浮津集落センター 9：30～12：00
大方町民館
浜の宮集会所
入野本村集会所
芝集会所

9：00まで大　腸　が　ん　検　診
容　器　回　収5日（金）

錦野集会所
早咲集会所
鞭　旧東部保育所 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）
小川集落センター 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）8日（月）
中馬荷集落センター 9：30～09：50
御坊畑集会所 10：00～10：05
上田の口集会所 10：15～10：30大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布9日（火） 下田の口コミュニティセンター 10：50～11：20

田野浦集会所
13：30～13：50下田の口コミュニティセンター
14：10～14：40

中馬荷集落センター
御坊畑集会所
上田の口集会所
下田の口コミュニティセンター

9：00まで大　腸　が　ん　検　診
容　器　回　収12日（金）

出口集会所
田野浦集会所
伴太郎集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談15日（月）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
肝
臓
は
内
臓
で
一
番
大
き
な
臓

器
で
あ
り
、
再
生
能
力
を
備
え
て

い
る
丈
夫
な
臓
器
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
病
気
に
な
っ
て
も
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
『
沈
黙
の
臓

器
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 
肝
臓
は
体
の
も
と
に
な
る
た
ん

ぱ
く
質
の
合
成
や
糖
分
・
脂
肪
の

貯
蔵
、
胆
汁
の
生
成
を
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
食

事
中
の
有
害
な
物
質
を
分
解
（
解

毒
）
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
は

た
ら
き
を
す
る
臓
器
で
す
。

●
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
お

こ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に

よ
り
、
食
べ
物
や
飲
み
水
を
介
し

て
感
染
す
る
（
経
口
感
染
）
肝
炎

や
、
輸
血
な
ど
血
液
を
介
し
て
感

染
す
る
（
血
液
感
染
）
肝
炎
が
あ

り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
に
よ

り
肝
臓
の
は
た
ら
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。

●
脂
肪
肝

　
脂
肪
分
や
糖
分
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
過
剰
摂
取
に
よ
り
肝
臓
に
脂
肪

が
た
ま
り
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と

肝
硬
変
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
肝
硬
変

　
肝
臓
の
細
胞
が
壊
さ
れ
、
小
さ

く
な
っ
た
り
、
肝
臓
の
繊
維
が
硬

く
な
り
ま
す
。
肝
硬
変
は
肝
が
ん

へ
移
行
し
や
す
く
、
肝
が
ん
の
約

８０
パ
ー
セ
ン
ト
に
肝
硬
変
が
み
ら

れ
ま
す
。

　
肝
臓
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の
症

状
と
し
て
、
食
欲
の
低
下
や
倦
怠

感
（
体
の
だ
る
さ
）、
下
痢
や
便

秘
を
繰
り
返
す
、
皮
膚
や
白
目
が

黄
色
く
な
る
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
実
施
す
る
特
定
健
診

の
血
液
検
査
で
は
、
肝
臓
に
含
ま

れ
る
３
つ
の
酵
素
（
体
内
に
取
り

入
れ
た
も
の
を
消
化
・
分
解
す
る

物
質
）
の
値
を
調
べ
ま
す
。

　
肝
臓
が
悪
く
な
る
と
、
こ
の
酵

素
が
血
液
中
に
出
る
た
め
、
値
を

調
べ
る
こ
と
で
、
肝
臓
の
状
態
が

わ
か
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

 
 

●
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

　
日
本
酒
な
ら
２
合
ま
で
、
ビ
ー

ル
（
大
瓶
）
な
ら
２
本
ま
で
が
適

量
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
※
ア

ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
個
人
の
肝
臓

処
理
能
力
が
異
な
り
ま
す
の
で
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。）

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
毎
日
続
け
て
飲

ま
ず
、
肝
臓
を
休
め
る
た
め
に
週

に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ

う
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
十

分
な
睡
眠
を
。

　
豆
腐
や
魚
、
肉
、
牛
乳
な
ど
良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
を
心
が

け
、
脂
肪
の
多
い
物
は
避
け
ま
し

ょ
う
（
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
肝

臓
に
脂
肪
を
蓄
積
し
て
し
ま
い
ま

す
）。

●
定
期
的
に
健
診
を
う
け
る
。

　
肝
臓
は
状
態
が
悪
く
な
っ
て
も
、

自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
健
診
で
初

め
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
症
状
が
出
現
し
た
時
は
か
な
り

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

健
診
で
肝
臓
の
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う

ま
く
い
か
な
い
」「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
眠

れ
な
い
」「
な
に
を
す
る
に
も
い

や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
保
健
師
な
ど
に
よ
る
電
話
相
談
・

面
接
相
談
は
随
時
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　
保
健
所
で
は
、
相
談
さ
れ
る
内

容
に
よ
っ
て
、
精
神
科
嘱
託
医
の

相
談
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
液
検
査
で
わ
か
る
肝
臓
の
状
態

肝
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

肝
臓
の
は
た
ら
き

肝
臓
の
病
気

健
康
知
恵
袋

肝
臓
を
大
切
に

検査項目 基準値 検査でわかること

30以下

ＧＰＴ（ＡＬＴ） 30以下

ｒ－ＧＴＰ 50以下

表1

心
の
健
康
相
談

ＧＰＴのほとんどは肝細胞に含まれ、この数値が
高いと肝炎や脂肪肝などが疑われます。急性肝
炎ではＧＰＴがＧＯＴより高い値を示します。

肝臓や胆のうが障害をうけると数値が高くなり
ます。また、アルコール常飲者では数値が高くな
ることからアルコール性肝炎の指標となります。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

健
康
福
祉
課
 

　
保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

◆
幡
多
福
祉
保
健
所

　
健
康
障
害
課

　
精
神
保
健
福
祉
担
当

蕁
３
４
―
５
１
２
４（
直
通
）

蕁
３
５
―
５
９
７
９（
直
通
）
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福祉用具について
介護保険広報シリーズ炯ガ イ ド介護保険介護保険介護保険

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　要介護・要支援認定を受けられた方は、介護保険で「福祉用具」を借りて利用する、または、買っ
て利用することができます。今回は福祉用具を「借りる場合」・「買う場合」に利用できる福祉用具の
種類と、利用にかかる負担をご紹介します。
　利用を希望する場合は、担当ケアマネジャーにご相談ください。

●福祉用具を借りる（福祉用具貸与）
　ケアマネジャーが計画を作成し、県で指定を受けた指定福祉用具貸与事業所で専門相談員の助
言を受けて利用します。利用を希望する場合は、担当ケアマネジャーにご相談ください。

●福祉用具を買う（福祉用具購入費の支給）
　県で指定を受けた指定福祉用具販売事業所で、専門相談員の助言を受けて購入します。利用を
希望する場合は、担当ケアマネジャーにご相談ください。

＜サービス利用にかかる負担＞
購入時にいったん全額を負担しますが、後日、領収書などを添えて申請すれば、支給対象限度額の範
囲内で9割が介護保険から給付されます。支給対象限度額は年度ごとに10万円までです。

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを ～安心で便利な口座振替を！～
【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

※要支援1・2、要介護1の方は、原則として①～④以外の福祉用具を介護保険で借りることができません。
 （ただし、例外として利用できる場合がありますので、担当係へご相談ください。）

＜利用できる福祉用具の種類＞

＜サービス利用にかかる負担＞　借りる費用の１割が自己負担になります。

①手すり
 （工事をともなわないもの）

②スロープ
 （工事をともなわないもの）

③歩行器

④歩行補助つえ

＜利用できる福祉用具の種類＞

①腰掛便座
 （補高便座、ポータブルトイレなど）

②特殊尿器 ③入浴補助用具
 （入浴用いす、浴槽用手すりなど）

④簡易浴槽 ⑤移動用リフトのつり具

⑤車いすとその付属品 ⑥特殊寝台とその付属品

⑦床ずれ防止用具

⑩移動用リフト
 （つり具を除く）

⑧体位変換器 ⑨認知症老人徘徊感知機器

　福祉用具を上手に利用することは、介護が必要な方の自立を助ける有効な手だてとなり、
また、介護をする人の負担を軽くする効果もあります。
　しかし、努力すれば自分でできることまで福祉用具に頼ると、かえって体の衰えを招くことに
なってしまいます。どのような福祉用具を選び、活用していけばよいかを担当ケアマネジャーと十
分協議し、心身の低下を防ぎながら、快適で安心な生活を送れるように心がけましょう。
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国保会計国保会計国保会計みん な で ささ える

例えば、１カ月間に１人が１００万円の医療費がかかった場合、自己負担額は約８
万円です。�                   

1．通常、義務教育就学前の方から69歳までの方の自己負担割合は3割ですので、
自己負担額は30万円となります。

自己負担・国保税・国支出金・県支出金・交付金
町支出金・国保の基金から支払います

１人、１００万円の医療費

その中身を見てみると

○お問い合わせ　本庁　健康福祉課　国保係　蕁43－2116（直通）

知っていますか 6

医
療
費
の

中
身

高齢受給者証

知って得する豆知識

　国保では、70歳になられた方に保険証とは
別に「高齢受給者証」を送付します。これは、70
歳から74歳の方が使うもので、保険証と一緒
にご使用ください。
　自己負担割合は1割。一定以上の所得のある
方は3割になります。

出産育児一時金　42万円

ほっと コーナー

　こどもが生まれる、その出産費用はどれくら
いかかるのかな。心配ありません。国保加入者
には、1人出生につき42万円が支給されます。
手続きについては、病院の受付で完結します。
　ただし、42万円を超えたときは、超えた額の
み自己負担となりますのでご了承ください。

100万円の医療費

黒潮国保（7割）70万円 自己負担額（3割）
30万円

2．ただし、自己負担額が8万円を超えた場合、高額医療費制度により支払い上
限額が8万円で抑えられ、残り22万円は国保会計から支出します。

3．医療費100万円の内訳はつぎのとおりとなっています。

※100万円の医療費の例は自己負担割合3割で1カ月の入院、住民税課税の方を参考にし
ています。食事代、部屋代の自己負担分は除きます。

※支出割合は、平成21年度実績をもとに算出しました。

黒潮国保　　70万円＋22万円＝92万円
自己負担額　8万円

国・県支出金
41万円

高額医療費制度により22万円は
国保から支出

交付金
31万円

国保税
14万円

自己負担額
8万円

町の支出
など

4万円

国保の基金

2
万
円
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

　
９
月
５
日
、
南
海
地
震
・
津

波
を
想
定
し
た
黒
潮
町
総
合
防

災
訓
練
が
黒
潮
町
内
全
域
で
一

斉
に
行
わ
れ
、

６５
の
自
主
防
災

組
織
な
ど
か
ら
約
２
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
沿
岸
部
は
津
波
、

山
間
部
は
土
砂
崩
れ
な
ど
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
や
安
否
確
認

の
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
、
そ

の
後
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
な
ど
で
地
域
で
起
こ
り
う
る

災
害
を
想
定
し
、
消
防
団
員
の

指
導
の
も
と
、
初
期
消
火
訓
練

や
炊
き
出
し
訓
練
の
ほ
か
、
ビ

デ
オ
学
習
な
ど
を
行
い
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
で
は
町
長
を
は

じ
め
と
す
る
職
員
が
黒
潮
町
総

合
セ
ン
タ
ー
に
参
集
し
、
大
規

模
災
害
発
生
時
の
災
害
対
策
本

部
の
会
議
の
必
要
性
を
確
認
す

る
た
め
、
図
上
訓
練
形
式
に
よ

る
本
部
の
運
営
訓
練
を
行
い
、

災
害
時
に
対
応
す
べ
き
職
員
の

緊
急
活
動
や
連
携
に
つ
い
て
確

認
・
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
消
防
団
に
お
い
て

は
各
地
域
で
の
活
動
の
後
、
市

街
地
で
大
規
模
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
で
、
消
防
署
と

連
携
を
し
て
消
火
活
動
に
あ
た

る
実
践
型
の
放
水
訓
練
を
佐
賀

小
学
校
付
近
に
て
行
い
、
消
火

技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
突
然
起
こ
る
災
害
時
に
は
日

ご
ろ
や
っ
て
い
な
い
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
し
た

意
味
で
も
防
災
訓
練
は
重
要
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
や

っ
て
み
た
訓
練
の
よ
か
っ
た
点
、

悪
か
っ
た
点
を
点
検
し
、
自
分

た
ち
の
地
域
に
は
災
害
時
に
は

何
が
起
こ
り
う
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
対
応
や
事
前
の
対
策
が

必
要
な
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
訓
練
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
確
実
な

備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
南
海
地
震
は
１
０
０
年
前
後

の
周
期
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
今
後

３０
年
で
の
発
生

確
率
が

６０
％
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
南
海
地
震
に
対
し
、

私
達
は
今
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
、
こ
の
機
会
に
自
分

自
身
、
家
族
、
地
域
の
こ
と
を

考
え
、
こ
れ
か
ら
先
も
み
ん
な

で
訓
練
に
参
加
し
、
訓
練
を
見

直
し
、
よ
り
実
効
的
な
訓
練
を

重
ね
「
そ
の
時
」
に
備
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●このページの記事に関するお問い合わせは、以下にお願いします。
【本庁】総務課 消防防災係 蕁43－2112（直通）　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第１係 蕁55－3113（直通）

↑避難場所にて安否確認を行う（万行地区）

↑ＡＥＤを使用した救命講習（鈴地区）

↑消火器での消火訓練（大和田地区）

↑災対本部で行われた災害図上訓練

↑消防団放水訓練後の閉会式典

－ 黒潮町総合防災訓練を実施 －
いつか来るその時のために
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◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

　
平
成

２１
年
度
の
歳
入
総
額
は

９２

億
３
３
３
万
円
、
前
年
度
比

１４
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
加
の
要
因
は
国
庫
支
出
金
が

定
額
給
付
金
事
業
や
地
域
活
性
化

臨
時
交
付
金
事
業
に
よ
り
前
年
度

比
で
１
０
４
・
１
％
増
（
７
億
７

８
４
２
万
円
増
）
と
な
っ
た
こ
と

や
、
県
支
出
金
が
緊
急
雇
用
創
出

臨
時
特
例
基
金
事
業
な
ど
に
よ
っ

て
２７
・
５
％
増
（
１
億
５
０
０
９

万
円
増
）
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
交

付
税
が
全
体
の

４２
・
５
％
を
占
め
、

町
税
を
含
め
た
自
主
財
源
が
全
体

の
１７
・
７
％
し
か
な
く
、
国
や
県

の
財
政
支
援
に
依
存
し
た
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
方
債
の
借
入
額
は
、

１２
億
１
０
１
０
万
円
と
、
普
通
建

設
事
業
の
増
加
に
伴
い
、
昨
年
に

引
き
続
き

１０
億
円
を
超
え
る
借
入

額
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）

　
歳
出
総
額
は

８６
億
７
３
０
７
万

円
、
前
年
度
比

１１
・
４
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
は
国
の
経
済
危

機
対
策
と
連
動
し
た
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
増
改
築
や
、
情
報
基
盤
整
備

事
業
の
本
体
工
事
の
開
始
、
佐
賀

保
育
所
の
建
設
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比

２７
・
８
％
増
（
５
億
３
２
８

３
万
円
増
）
で
、
補
助
費
も
定
額

給
付
金
事
業
の
実
施
に
よ
り

２７
・

０
％
増
（
２
億
７
９
７
万
円
の
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
国
や
県
の
景
気

対
策
と
連
動
し
た
事
業
の
増
加
と

格
差
解
消
に
向
け
て
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
開
始
が
歳
出
額
の
増
加
の

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

保
育
所
運
営
や
保
健
事
業
を
抱
え

る
民
生
費
が
全
体
の

２３
・
２
％
を

占
め
て
お
り
、
そ
れ
に
引
き
続
き

情
報
基
盤
整
備
事
業
や
定
額
給
付

金
事
業
の
あ
っ
た
総
務
費
、
公
債

費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶
助

費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的

経
費
が
全
体
の

３９
・
１
％
、
普
通

建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事
業
を
合

わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

２８
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況
○お問い合わせ：総務課 財務係　蕁43－2112（直通）

平成21年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

5億3,026万円86億7,307万円92億333万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
2.5%
2億2,947万円

町税　9.1%
8億4,038万円

その他依存財源
8.6%
7億9,116万円

歳　入 歳　出歳　出

地方交付税
42.5%
39億934万円

国庫支出金
16.6%
15億2,632万

町債　13.1%
12億1,010万円
町債　13.1%
12億1,010万円

県支出金
7.6%
6億9,655万円

依存財源
82.3%

自主財源
　17.7%

その他
3.0%
2億5,777万円 人件費

19.6%
17億72万円

繰出金
7.5%
6億5,187万円

投資的経費
28.5%

その他経費
32.4%

その他経費
32.4%

義務的経費
39.1%
義務的経費
39.1%

その他
7.3%
6億3,069万円

民生費
23.2%
20億1,306万円

総務費
21.6%
18億7,266万円

総務費
21.6%
18億7,266万円

教育費　5.5%
4億7,626万円

公債費　14.8%
12億8,546万円

公債費
14.8%
12億8,534万円

物件費　10.6%
9億1,975万円

補助費等
11.3%
9億7,919万円

補助費等
11.3%
9億7,919万円

普通建設事業　28.2%
24億4,886万円

災害復旧費
0.3%
2,721万円

土木費
10.3%
8億9,125万円

農林水産業費
10.7%
9億2,828万円

衛生費　6.6%
5億7,540万円
衛生費　6.6%
5億7,540万円

扶助費
4.6%
4億236万円
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特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特

別
会
計
は
公
営
企
業
会
計
の
水
道

事
業
を
含
め
て

１２
会
計
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次
の

表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除
い

た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５３
億

７
６
７
８
万
円
、
歳
出
総
額
は

５３

億
５
４
３
８
万
円
で
歳
入
歳
出
の

差
し
引
き
総
額
は
２
２
４
０
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

平成21年度の主な建設事業

総務費

情報基盤整備事業� 2億1,606万円

衛生センター整備事業� 2億923万円

農林水産業費

佐賀地区漁業集落環境整備事業
� 2,461万円

入野漁港地域水産物供給基盤整備事業
� 4億5,348万円

灘漁港地域再生基盤強化交付金事業
� 2,873万円

衛生費

中ノ川地区飲用水供給施設整備事業
� 5,425万円

民生費

佐賀統合保育所整備事業�2億9,002万円

土木費

地域活力基盤創造交付金事業（馬荷線等）
� 2億430万円

上川口港湾地域再生基盤強化交付金事業
� 1,463万円

まちづくり交付金事業
（中角藤縄線・池廻り線・坂折公園等）
� 3億1,624万円

公営住宅ストック改善事業� 7,031万円

特別会計決算の状況

歳　　入

1,884万円住宅新築資金等貸付事業

2,440万円宮川奨学資金

17億2,797万円給与等集中処理

18億3,826万円国民健康保険事業

8,366万円国民健康保険直診事業

738万円老人保健事業

14億5,891万円介護保険事業

1,480万円介護サービス事業

1億5,273万円後期高齢者医療保健事業

4,040万円農業集落排水事業

942万円

特
　
別
　
会
　
計

漁業集落排水事業

2億1,526万円収益的収支
水道事業

8,229万円

歳　　出

1,827万円

2,422万円

17億2,797万円

18億2,946万円

8,363万円

572万円

14億4,946万円

1,480万円

1億5,273万円

3,882万円

928万円

2億410万円

1億4,052万円

決算収支

57万円

18万円

0万円

880万円

3万円

166万円

944万円

0万円

0万円

158万円

14万円

1,116万円

－5,823万円資本的収支

※水道事業における不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で
　補てんされています。
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黒潮町の財政を家計に例えたら・・・黒潮町の財政を家計に例えたら・・・
　平成21年度一般会計決算額を家計に例えて、町税などの自主財源を年間の給与総額500万円とし
て計算したのが下の表です。
　この表からも、親からの援助に例えた、地方交付税や国庫支出金などに依存している状況が良く
分かります。

総収入� 92億333万円
町税など自主財源� 13億5,238万円
繰入金� 1億3,931万円
繰越金� 1億3,985万円
地方交付税・国庫支出金等� 63億6,169万円
町債� 12億1,010万円

総支出� 86億7,307万円
人件費� 17億72万円
扶助費� 4億236万円
普通建設事業費� 24億4,886万円
公債費� 12億8,534万円
繰出金� 6億5,187万円
積立金� 1億3,223万円
物件費・補助費等� 20億5,169万円

収支� 5億3,026万円

起債残高� 99億7,252万円

基金残高� 37億1,345万円

▼黒潮町一般会計

総収入� 3,402万6千円
給与収入� 500万円
預貯金の取り崩し� 51万5千円
繰越金� 51万7千円
親からの援助� 2,352万円
借金� 447万4千円

総支出� 3,206万6千円
食費� 628万8千円
医療費� 148万8千円
車庫の建設� 905万4千円
ローン返済� 475万2千円
子どもへの仕送り� 241万円
預貯金� 48万9千円
その他生活費� 758万5千円

収支� 196万円

ローン残高� 3687万円

預貯金残高� 1,372万9千円

▼年間給与収入500万円の世帯

財政健全化法による財政指標について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成21年度決算に基づく4つの健
全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政
健全化計画等を策定することが義務付けられています。黒潮町では全ての数値が基準値を下回って
います。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率
○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率
※「－」は実質赤字額・連結実質赤字額及び資金不足額が無いことを意味します。
※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

平成21年
度決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 － 20.0% 40.0%

実質公債費比率 13.0% 25.0% 35.0%

将来負担比率 51.8% 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%
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黒
潮
町
で
は
、
平
成

２０
年
度
か

ら
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
】

　
「
町
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
た
か
」、「
目
的
を

ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
か
」
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
客
観

的
な
視
点
に
よ
り
、
施
策
や
事
業

の
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
、
予
算
編
成
や
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
一
層
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
の
展
開
を
図

り
ま
す
。

【
行
政
評
価
の
目
的
】

　
「
人
が
元
気
、
自
然
が
元
気
、

地
域
が
元
気
」
。
こ
れ
は
第
一
次

黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
に
描
か
れ

た
黒
潮
町
の
将
来
像
で
す
。
こ
の

将
来
像
を
町
民
と
行
政
が
協
働
し

て
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
政
評
価
を
行
い

ま
す
。

①
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
の
向

上
を
図
り
、
町
民
と
の
連
携
の

も
と
行
政
を
推
進
す
る
強
い
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま

す
。

②
施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し

て
、
的
確
な
改
善
策
を
企
画
立

案
し
ま
す
。

③
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

【
行
政
評
価
の
進
め
方
】

　
行
政
評
価
は
、
目
標
を
明
確
に

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
黒

潮
町
に
お
い
て
は
、「
人
が
元
気
、

自
然
が
元
気
、
地
域
が
元
気
な
黒

潮
町
」
を
町
の
将
来
像
と
し
、

①
活
力
の
あ
る
産
業
と
交
流
の
ま

ち
づ
く
り

②
思
い
や
り
の
あ
る
健
康
・
医
療
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

③
誇
り
の
も
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

④
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り

⑤
ふ
れ
あ
い
と
豊
か
で
み
ん
な
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　
以
上
５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、

２６
の
政
策
、
１
０
２
の
施
策
を
第

一
次
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
で
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
う

ち
、
平
成

２１
年
度
に
実
施
し
た
事

業
の
達
成
状
況
を
具
体
的
・
客
観

的
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
尺

度
を
設
定
し
、
成
果
（
町
民
の
生

活
の
改
善
状
況
）
と
課
題
（
改
善

す
べ
き
問
題
）
の
把
握
と
い
う
視

点
か
ら
、
各
事
業
の
担
当
課
が
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
評
価
を
町
長
が
、
町
内
各

分
野
か
ら
選
任
さ
れ
た
「
黒
潮
町

振
興
計
画
審
議
会
（
山
闢
宇
治
長

会
長
・
委
員

１６
名
）」
に
報
告
、

併
せ
て
振
興
計
画
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
諮
問
を
受
け
た
振
興
計

画
審
議
会
は
、
３
つ
の
部
会
か
ら

な
る
実
施
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、

た
だ
い
ま
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
１
部
会
「
産
業
振
興
」「
参
加

と
協
働
」

第
２
部
会
「
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
」
「
教
育
・
文
化
の
振
興
」

第
３
部
会
「
基
盤
整
備
」

【
評
価
結
果
の
活
用
】

　
３
つ
の
部
会
の
審
議
を
も
と
に
、

１０
月
末
に
振
興
計
画
審
議
会
が
、

「
第
一
次
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画

の
平
成

２１
年
度
進
捗
状
況
の
答
申

書
」
を
ま
と
め
、
町
長
に
提
出
し

ま
す
。

　
そ
の
答
申
書
を
町
民
へ
の
説
明

責
任
の
向
上
を
図
る
と
い
う
行
政

評
価
の
目
的
達
成
の
た
め
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

本
庁
お
よ
び
佐
賀
支
所
で
閲
覧
し

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
実
施
中
の

施
策
や
事
業
の
改
善
を
進
め
、
次

年
度
の
予
算
編
成
や
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
上
林
暁

文
学
館
で
は
、
８
月

１５
日
か
ら
３

月
末
ま
で
企
画
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
上
林
暁
没
後

３０
年
で
あ
り

戦
後

６５
年
と
な
る
今
年
は
、小
説『
秀

夫
君
』を
テ
ー
マ
に
企
画
し
ま
し
た
。

　
主
人
公
の
「
秀
夫
君
」
は
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
の
中
を
願
い
、

東
京
の
大
学
で
学
び
な
が
ら
も
戦

争
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
、

下
田
の
口
に
実
在
し
た
青
年
で
す
。

　
上
林
暁
は
、
脳
溢
血
（
の
う
い

っ
け
つ
）
の
た
め
約

１８
年
間
寝
た

き
り
の
状
態
で
あ
り
、
死
去
す
る

４
日
前
ま
で
妹
の
徳
広
睦
子
さ
ん

の
助
け
を
借
り
て
、
利
き
手
で
は

な
い
左
手
で
書
い
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
上
林
暁
】

　
旧
田
ノ
口
村
（
現
下
田
の
口
）

生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
英
文
科

を
卒
業
後
、
改
造
社
社
員
を
経
て

文
筆
へ
の
道
へ
進
む
。
『
聖
ヨ
ハ

ネ
病
院
に
て
』『
春
の
坂
』
な
ど

の
私
小
説
で
知
ら
れ
、
『
ブ
ロ
ン

ズ
の
首
』
で
第
１
回
川
端
康
成
賞

を
受
賞
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
行
政
評
価
を
実
施
中

上
林
暁
没
後
３０
周
年
特
別
企
画
展

行政評価システムとは…

総合振興計画

Plan（実施計画）

Action（改善） Do（施策実施）

説明責任

町民意向

Check（現状評価）

町
　
　
民
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届出が必要なとき 異動の内容 お持ちになるもの 届出先

お住まいの
市町村役場

第1号被保険者…国民年金加入者　　第2号被保険者…厚生年金や共済年金加入者
第3号被保険者…第2号被保険者の扶養対象配偶者（国民年金加入者）

　
２０
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か

ら
関
係
な
い
」
な
ん
て
思
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る

２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰

に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
障
が
い
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私

た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お

互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

現
役
世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
基
礎
年
金
の
半
分

は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た

め
、
現
在

２０
歳
の
方
も
納
付
し
た

保
険
料
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ

ま
す
。
さ
ら
に
賃
金
や
物
価
の
変

動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
あ
の
と
き
に
・
・
・
」

と
後
悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

（
２０
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
加

入
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
〜
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
方
〜

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要

で
す

　
国
民
年
金
の
届
出
は
加
入
す
る

時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
種
別

が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

も
し
、
届
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け

取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構

　
　
幡
多
年
金
事
務
所
　

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

〜
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
〜

◆
保
険
料
の
納
付
方
法
を
変
更
で

き
ま
す
。

・
現
在
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
新
た

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る

お
支
払
と
な
る
方
は
、
申
請
に

よ
り
預
貯
金
か
ら
の
口
座
振
替

で
の
お
支
払
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
の
納
付

状
況
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

・
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

世
帯
主
、
配
偶
者
な
ど
、
ど
な

た
の
口
座
か
ら
で
も
お
支
払
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
（
所

得
等
の
申
告
時
）

・
特
別
徴
収
の
場
合
は
被
保
険
者

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
特
別
徴

収
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
お
支

払
に
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
口

座
の
名
義
人
の
方
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

◆
普
通
徴
収
の
場
合

《
納
付
書
で
の
納
付
》

・
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

で
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

 
 

現
在
、
納
付
書
が
届
い
て
い

る
方
で
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
る
方
は
、
す
ぐ
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
督
促
状
が
届
き
ま
す
。

《
口
座
振
替
で
の
納
付
》

〜
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
〜

・
ご
指
定
の
金
融
機
関
等
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

 
 

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金

融
機
関
へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

 （
通
帳
・
届
出
印
が
必
要
で
す
。）

※
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
役
場
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

２０
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

後
期
高
齢
者
医
療
の
お
知
ら
せ

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く。）

第1号被保険者になります。 ●印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者の場合）

第2号被保険者から第1号被保険者になりま
す。（第3号被保険者に該当する場合を除く。） ●印鑑

（本人自署の場合は不要）
●年金手帳配偶者に扶養されていたが、配偶者

が厚生年金、共済年金を辞めたとき
第3号被保険者から第1号被保険
者になります。

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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町
で
は
、
浄
化
槽
整
備
事
業
と

し
て
合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

際
、
申
請
者
に
対
し
事
業
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
（
事
前

審
査
が
必
要
で
す
。）

　
平
成

２２
年
度
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
予
算
額
に
達
し
ま
し
た

の
で
申
請
の
受
付
を
終
了
し
ま
し

た
。

○
浄
化
槽
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

　
本
庁 

住
民
課 

衛
生
セ
ン
タ
ー

　
蕁
４
４
―
１
１
８
５（
直
通
）

　
町
で
は
「
人
権
文
化
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、

今
年
度
も
「
黒
潮
町
人
権
教
育
推

進
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
差
別
の
な
い
明
る
い
黒
潮
町

を
め
ざ
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
人
権

教
育
を
推
進
す
る
た
め
人
権
教
育

の
講
座
を
計
画
的
に
実
施
し
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で

き
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
指
導
者

を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講

座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

【
募
集
人
員
】

　
４０
名（
限
定
）

【
申
込
期
日
】

　
１０
月

１５
日（
金
）ま
で

【
会
場
】

・
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー

・
大
方
あ
か
つ
き
館
　
他

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
「
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
」
の
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
が
、
私

た
ち
が
共
に
生
き
て
い
く
こ
の
黒

潮
町
を
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

あ
た
り
ま
え
に
尊
重
さ
れ
る
、
真

に
「
人
権
文
化
」
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
町
と
す
る
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
度
「
黒
潮
町
人
権

教
育
推
進
講
座
」
の
詳
し
い
募
集

要
項
お
よ
び
受
講
の
申
し
込
み
な

ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
人
権
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成

１８
年
度
か
ら

２２

年
度
に
か
け
「
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
）」
を
活
用
し
て
、
佐
賀
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

（
宅
地
開
発
・
情
報
板
設
置
な
ど
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
で
は
、

事
業
実
施
前
の
計
画
段
階
で
目
標

と
な
る
数
値
指
標
を
設
定
し
、
事

業
最
終
年
度
に
目
標
達
成
を
確
認

す
る
た
め
の
事
後
評
価
を
行
い
、

さ
ら
に
は
事
後
評
価
原
案
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
後
評
価
に
つ
い
て
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
公
表
期
間
】

　
１０
月
１
日（
金
）〜

２９
日（
金
）

【
公
表
方
法
】

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
表
紙
下
段

参
照
）
ま
た
は
佐
賀
支
所
建
設
課

窓
口
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
で
の
閲
覧

※
ご
意
見
は
、
公
表
期
間
内
に
佐

賀
支
所
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係

で
受
け
付
け
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

ま
ち
づ
く
り
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業（
佐
賀
地
区
）

事
後
評
価
原
案
の
公
表
に
つ
い
て

「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

合
併
浄
化
槽
設
置
に
関
す
る
補

助
金
の
受
付
を
終
了
し
ま
し
た

◆
第
１
講
座

　
「
人
権
・
同
和
教
育
入
門
」

　
＊
歴
史
に
つ
い
て
学
ぼ
う

◆
第
２
講
座

　
「
差
別
の
現
状
に
つ
い
て
」

　
＊
差
別
は
今
も
あ
る
の
か
？

◆
第
３
講
座

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
よ
う
」

　
＊
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ほ
か

◆
第
４
講
座

　
「
み
ん
な
で
守
る
人
権
」

　
＊
人
権
課
題
に
つ
い
て

◆
第
５
講
座

　「
い
ま
、
人
権
は
・
・
・
」

＊
こ
れ
か
ら
、ど
う
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
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当
町
担
当
の
行
政
相
談
員
、
堀

野
登
子
さ
ん
（
入
野
）
が
総
務
省

四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
堀
野
さ
ん
は
、

平
成

１１
年
４
月
か
ら

１１
年
余
り
に

わ
た
っ
て
、
国
や
県
、
町
な
ど
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
の
解
決
に
尽

力
し
た
功
績
に
対
し
て
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
９
月

１０
日（
金
）に

四
万
十
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
行
政
相
談
員
お

よ
び
市
町
村
行
政
相
談
連
絡
担
当

者
地
区
別
会
議
の
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成

２３
年
４
月
の
『
黒

潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
本
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

８
月

１９
日
に
『
加
入
申
込
書
』
を

全
戸
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
加
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
事
項
を

記
入
、
捺
印
の
う
え
、
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
（
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。）

◆
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　
４
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
状
況
に
応

じ
た
コ
ー
ス
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス
（
１
０
５
０
円
／
月
）

　
テ
レ
ビ
放
送
・
告
知
放
送

Ｂ
コ
ー
ス
（
４
２
０
０
円
／
月
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
・
告
知
放
送

Ｃ
コ
ー
ス
（
５
２
５
０
円
／
月
）

　
テ
レ
ビ
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
・
告
知
放
送

Ｄ
コ
ー
ス
（
無
料
）

　
告
知
放
送
の
み

◆
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
流
れ

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

総
務
課 

情
報
推
進
係

　
蕁
４
３
―
２
１
８
８（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

堀
野
登
子
さ
ん
（
行
政
相
談
員
）
が

四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受
賞

『
黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

　
加
入
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

た
か

こ

　
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と

し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
た

「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
」

の
助
成
金
に
よ
り
、
エ
ス
テ
ィ
マ

Ｈ
Ｂ 

Ｘ
を
購
入
し
ま
し
た
。

児
童
館
の
運
営
に
大
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
４
月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
、
黒

潮
町
立
大
方
児
童
館
で
行
わ
れ
て

い
る
各
種
事
業
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
、
児
童
館
運
営
に
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
分
地
区
・
早
咲
地
区
・
芝
地
区

伝
統
芸
能
備
品
な
ど
を
購
入

　
各
地
区
と
も
、
地
元
住
民
に
よ

っ
て
代
々
継
承
し
て
き
た
祭
り
を
、

今
後
も
引
き
続
き
開
催
で
き
る
よ

う
に
必
要
な
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。 平

成
２２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

平
成
２２
年
度
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

芝地区では、袢天や着
天、長胴太鼓、締太鼓
などを購入しました。

早咲地区では、法被や
胸当、提灯、祭うちわ
などを購入しました。

町分地区では、法被や
獅子頭、天狗面、太鼓
などを購入しました。

共生のまちづくり助成事業で購入した
エスティマＨＢ Ｘ。

①
加
入
申
込
書
の
提
出

　
申
込
書
に
ご
記
入
ご
捺
印
の

う
え
、
担
当
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
希
望
す
る
コ
ー
ス

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。）

②
引
込
工
事
の
施
工

　
電
柱
か
ら
軒
下
ま
で
光
ケ
ー

ブ
ル
を
引
き
込
み
、
受
信
機
器

を
設
置
し
ま
す
。

⑤
本
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成

２３
年
４
月
予
定

④
試
験
放
送
開
始

　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
完
了
後
、試

験
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

※
平
成

２３
年
１
月
予
定

（
工
事
完
了
地
区
か
ら
順
次
開
始

し
ま
す
。）

③
宅
内
工
事
の
施
工

　
受
信
機
器
か
ら
各
受
信
機
、配

線
な
ど
の
宅
内
工
事
を
行
い
ま
す
。

※
受
信
機
器
ま
で
の
工
事
費
は
町

が
負
担
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外

の
宅
内
工
事（
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の

配
線
、Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線

な
ど
）は
加
入
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
書
の
書
き
方
や
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



広報くろしお  №55　2010（平成22）年10月号澳

まちの掲示板まちの掲示板

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

　【
は
じ
め
に
】

　
変
化
の
激
し
い
激
動
の
社
会
を

生
き
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
本
校
で
も
、
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
逞
し
い
子
ど

も
達
を
育
て
て
い
く
よ
う
、
「
家

庭
・
地
域
・
関
係
機
関
」
と
の
連

携
を
大
切
に
、
日
々
の
教
育
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
、
大
人
の
手
・
目
が
届

き
す
ぎ
て
「
子
ど
も
達
の
育
ち
」

を
見
守
る
よ
り
、
口
を
出
し
た
り
、

手
を
出
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
指
導
の
工
夫
も
図

っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
児
童

が
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
現
在
の

児
童
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
、
「
根
気
」
を
身
に
付
け
、

何
事
に
も
ね
ば
り
強
く
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

【
学
校
教
育
目
標
】

　
教
育
目
標
は
、
「
心
豊
か
に
学

び
共
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
児

童
の
育
成
」
と
掲
げ
、
そ
の
「
心

豊
か
な
学
び
」
と
し
て
、

①
め
あ
て
・
目
的
を
持
っ
て
学

ぶ
こ
と

②
仲
間
と
共
に
学
ぶ
こ
と

③
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か

す
こ
と

の
３
点
を
確
認
し
、
学
校
と
い
う

集
団
の
中
で
こ
そ
の
学
び
や
喜
び

を
大
切
に
し
た
学
校
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
「
心
」
を
育
て
る
】

　
今
年
度
も
、
人
権
教
育
・
道
徳

教
育
を
中
心
に
、
自
然
の
営
み
や

地
域
の
方
々
、
家
族
に
感
謝
し
、

ま
た
周
囲
を
思
い
や
る
こ
と
の
で

き
る
心
温
か
い
児
童
を
育
て
た
い

と
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
等
で
心
や
体
を

鍛
え
、
そ
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
思

っ
た
こ
と
を
表
現
で
き
る
児
童
を

育
て
て
い
ま
す
。

【
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
】
　

◆
校
内
研
修
の
充
実

　
右
記
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
の
４

月
に
実
施
し
た
標
準
学
力
検
査
の

結
果
で
す
。
昨
年
度
の
学
習
が
ど

の
く
ら
い
定
着
し
て
い
る
の
か
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
学
年
が
期
待
正
答
率
を
上
回

っ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
学
力

が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
２
・
３
年
生
の

国
語
に
課
題
が
あ
り
、
ま
た
普
段

の
学
習
で
、「
読
む
こ
と
」
や
「
文

章
や
問
題
を
読
み
切
る
力
」
が
弱

い
こ
と
な
ど
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
、
私
達
教
員

の
授
業
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
解
消
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
校
内
研

修
会
を
年
間

３５
回
以
上
実
施
す
る

予
定
で
す
。

・
研
究
授
業
の
実
施

　
全
教
員
が
授
業
を
公
開
し
、
外

部
講
師
を
交
え
て
の
研
修
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り

意
欲
的
に
児
童
が
学
習
に
取
り
組

む
授
業
と
な
る
よ
う
に
改
善
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
タ
イ
ム
を
設
定
し
、
習
熟
の
た

め
に
反
復
練
習
や
個
別
の
学
習
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 
本
校
は
少
人
数
で
の
学
習
に
な

り
ま
す
が
、
「
グ
ル
ー
プ
学
習
」

や
「
と
も
学
び
」
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
伝
え
合
う
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

【
上
級
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
】

◆
登
校
か
ら
下
校
ま
で

　
朝
の
集
団
登
校
に
始
ま
っ
て
、

休
み
時
間
や
様
々
な
全
校
的
な
活

動
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
下
級

生
を
引
っ
張
っ
て
い
く
５
・
６
年

生
。
お
か
げ
で
、
下
級
生
が
ぐ
ん

ぐ
ん
成
長
し
ま
す
。

　
水
曜
日
の
お
昼
休
み
は
、
児
童

会
主
催
の
全
校
で
の
「
遊
び
」
が

あ
り
、
１
・
２
年
生
は
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
全
校
児
童

２２
名
、
み
ん

な
で
伸
び
て
い
き
ま
す
。

伊
与
喜
小
学
校

「
や
さ
し
く
　
か
し
こ
く

　
た
く
ま
し
く
」
仲
間
と
共
に

　
学
び
合
う
子
ど
も
に
…

校
長
　
谷
口
　
登
志

5・6年の発表朝会

1・2年の研究授業

上級生の見事な技を見
て、下級生もまねして
頑張ります。

今年も、かし
ま荘へ行き
ました。

2010年度標準検査（算数）〔全国との比較〕

0
2年

20

40

60

80

100

10

30

50

70

90

3年 4年 5年

2010年度標準検査（国語）〔全国との比較〕

0
2年

20

40

60

80

100

10

30

50

70

90

3年 4年 5年

伊
与
喜
小

期
待
正
答
率

伊
与
喜
小

期
待
正
答
率



澣広報くろしお  №55　2010（平成22）年10月号

まちの掲示板まちの掲示板
【
は
じ
め
に
】

　
本
校
は
、
学
級
数
９
、
児
童
数

１
２
５
名
、
教
職
員
数

１５
名
で
、

教
育
目
標
を
、
「
た
く
ま
し
く
心

豊
か
な
児
童
の
育
成
」
と
し
、
基

礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る（
知
）、
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る（
徳
）、

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る（
体
）

取
組
み
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
協
力
の
も
と
日
々
行
っ
て
い
ま

す
。

【
佐
賀
小
の
教
育
活
動
（
学
力
）
】

　
「
確
か
で
豊
か
な
「
読
む
力
」

を
育
て
る
」
を
研
究
主
題
、
〜
互

い
に
認
め
合
い
、
か
か
わ
り
合
う

授
業
づ
く
り
を
通
し
て
〜
を
サ
ブ

テ
ー
マ
と
し
て
教
職
員
が
子
ど
も

達
の
実
体
を
把
握
し
な
が
ら
研
究
・

実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
グ
ラ
フ
〔
「
到
達
度
把

握
調
査
」
２
〜
５
年
生
で
実
施
〕

で
分
か
る
よ
う
に
本
校
の
児
童
の

学
力
は
、
期
待
正
答
率
を
上
回
り
、

あ
る
一
定
学
力
は
つ
い
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
観
点
別
の
値
を
見
る

と
、
特
に
文
章
を
読
み
取
る
力
に

は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な

学
力
を
つ
け
る
た
め
の
有
効
な
授

業〔
か
か
わ
り
合
っ
て
と
も
に
伸

び
る
〕
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

人
権
教
育
・
道
徳
教
育
の
授
業
は

も
と
よ
り
、
国
語
科
の
授
業
研
究

を
全
教
員
が
行
っ
て
授
業
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
佐
賀
小
の
教
育
活
動
（
仲
間
づ
く
り
）
】

　
「
互
い
に
認
め
合
い
か
か
わ
り
合

え
る
仲
間
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て

　
本
校
は
、
人
権
教
育
を
中
心
に

す
え
た
教
育
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
１
年
生
の
目
標
「
ク
ラ
ス
や
異

学
年
の
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
や
さ
し
い
心
を
育
て
る
。」

か
ら
６
年
生
の
目
標
「
自
他
の
生

命
や
人
権
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

人
権
問
題
を
自
分
と
重
ね
て
捉
え
、

解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
態
度
を

育
て
る
。
」
ま
で
、
６
年
間
を
通

し
て
よ
り
よ
い
仲
間
づ
く
り
か
ら
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
し
な
い
子

ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
仲
間
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、

相
手
を
傷
つ
け
る
言
葉
、
い
や
な

思
い
を
さ
せ
る
言
葉
を
使
わ
な
い

取
組
み
と
し
て
、
２
０
０
７
年
７

月
に
児
童
会
が
言
葉
に
対
す
る
宣

言
文
を
作
成
し
、
日
々
学
校
全
体
、

学
級
で
確
認
し
合
い
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
学
習
で
は
、
地
域
の

関
係
者
の
方
や
保
護
者
の
方
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歴

史
学
習
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
に
活
き
、
活
動
で
き
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
落

ち
着
き
の
あ
る
生
活
態
度
・
授
業

態
度
が
見
に
つ
い
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

【
体
験
学
習
】

　
佐
賀
地
区
で
は
、
高
知
大
医
学

部
の
協
力
に
よ
っ
て
「
三
世
代
ふ

れ
あ
い
健
診
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
校
の
４
〜
６
年
生
が
、
地

区
の
お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
健
診
の
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
健
診
は
、
夏
休
み
に
入
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
が
、
保
護
者
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
小
さ
な
声
し
か
出
せ
な

い
子
ど
も
も
、
時
間
を
お
う
ご
と

に
大
き
な
声
が
で
る
よ
う
に
な
り
、

一
所
懸
命
に
お
手
伝
い
す
る
姿
や

自
信
に
満
ち
た
顔
が
見
ら
れ
、
貴

重
な
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

児
童
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
あ
っ

た
教
育
活
動
を
行
い
、
児
童
が
楽

し
く
学
習
で
き
る
学
校
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

佐
賀
小
学
校

「
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な

　
児
童
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て

校
長
　
高
見
　
　
匡
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　【
テ
ー
マ
】

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ
、

あ
る
い
は
病
院
・
薬
局
な
ど
で
耳

に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
い
う
言
葉

に
は
、
一
般
的
な
、
共
通
な
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
「
共
通
し
た
成

分
で
後
か
ら
発
売
さ
れ
た
安
価
な

医
薬
品
」
を
指
し
ま
す
。
決
し
て

新
し
い
薬
で
は
な
く
、
む
し
ろ
古

い
薬
で
す
。

　
さ
て
、
後
発
医
薬
品
と
対
比
す

る
先
発
医
薬
品
は
、
製
薬
メ
ー
カ

ー
が
、
新
し
い
薬
と
し
て
開
発
し
、

ヒ
ト
に
対
す
る
有
効
性
や
安
全
性

を
十
分
に
確
認
す
る
臨
床
試
験
を

経
て
、
国
に
承
認
さ
れ
た
医
薬
品

で
す
。
日
本
は
国
民
皆
保
険
で
す

の
で
、
医
療
用
医
薬
品
の
値
段
は

国
が
決
め
「
薬
価
」
と
し
て
定
め

ま
す
。
先
発
医
薬
品
は
、
開
発
費

用
の
回
収
、
新
し
い
薬
を
開
発
す

る
資
金
源
と
し
て
、
あ
る
程
度
高

い
薬
価
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
先
発
医
薬
品
は
、
製
造
や
使

用
方
法
な
ど
が
他
の
製
薬
メ
ー
カ

ー
に
真
似
さ
れ
な
い
様
、
い
く
つ

か
の
特
許
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
許
に
は
存

続
期
限
が
あ
る
た
め
、
特
許
権
が

満
了
す
る
と
、
他
の
製
薬
メ
ー
カ

ー
（
後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
）
で

も
、
あ
る
程
度
の
先
発
医
薬
品
と

の
同
等
性
試
験
を
行
い
国
の
許
可

を
得
れ
ば
、
先
発
医
薬
品
と
同
じ

成
分
の
医
薬
品
を
後
発
医
薬
品
と

し
て
発
売
で
き
る
様
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
開
発
費
用
な
ど
は
、

先
発
医
薬
品
に
比
べ
各
段
と
安
く

な
り
、
当
然
、
薬
価
も
安
く
な
り

ま
す
。
薬
価
が
安
い
後
発
医
薬
品

を
処
方
す
る
と
、
患
者
さ
ん
に
と

っ
て
は
、
病
院
や
薬
局
で
支
払
う

薬
剤
の
値
段
が
安
く
な
り
、
個
人

負
担
が
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
薬

剤
費
の
総
額
も
下
が
り
ま
す
の
で

医
療
費
も
抑
制
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
国
も
推
奨
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
制
度
の
中
で
、

現
在
で
は
、
１
つ
の
先
発
医
薬
品

に
対
し
て
、

５０
ぐ
ら
い
の
後
発
医

薬
品
が
発
売
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　
国
が
推
奨
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
後
発
医
薬
品
の
普
及
は
、

あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
普
及

を
妨
げ
る
理
由
に
は
、
後
発
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
の
情
報
提
供
力
不
足

や
、
医
師
、
薬
剤
師
ら
が
、
先
発

医
薬
品
と
の
比
較
対
照
試
験
が
不

十
分
で
あ
る
と
の
不
安
感
を
持
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
後
発
医
薬
品
に
は
、

安
価
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
先
発

医
薬
品
に
な
い
付
加
価
値
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
先
発
医
薬
品

が
、
湿
気
や
温
度
、
あ
る
い
は
光

に
弱
く
、
保
存
に
気
を
付
け
な
く

て
は
い
け
な
い
も
の
で
も
、
後
発

医
薬
品
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
を
改

善
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

飲
み
に
く
い
薬
の
味
が
改
善
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
児

や
老
人
が
飲
み
や
す
い
形
の
医
薬

品
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

く
薬
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
、
後
発
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
は
、
薬
剤
情
報
の

提
供
、
副
作
用
情
報
の
収
集
、
品

質
管
理
、
安
定
供
給
、
メ
ー
カ
ー

の
責
任
の
明
確
化
な
ど
、
医
師
や

薬
剤
師
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
だ

け
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
国

は
、
患
者
さ
ん
や
国
民
の
安
全
性

の
確
保
の
た
め
に
後
発
医
薬
品
の

承
認
審
査
だ
け
で
は
な
く
、
発
売

さ
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
品
質

チ
ェ
ッ
ク
に
も
、
よ
り
厳
し
く
目

を
光
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

　
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
が
よ
り

安
価
で
、
安
全
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
力
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
後
発
医
薬
品
に
関
す
る
患
者

さ
ん
へ
の
十
分
な
説
明
も
、
医
師
、

薬
剤
師
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
後

発
医
薬
品
に
関
す
る
ご
関
心
、
ご

疑
問
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
病
院
あ
る
い
は
調
剤
薬
局

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
薬
剤
部
　

教
授
・
薬
剤
部
長

宮
村
　
充
彦

高
知
大
学
医
学
部
だ
よ
り

み
つ
ひ
こ

　
今
回
は
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
、

い
っ
た
い
何
？
」
と
い
う
疑

問
に
、
高
知
大
学
付
属
病
院

の
宮
村
充
彦
先
生
が
答
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、

書
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
生
徒
を
募

集
し
ま
す
の
で
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
日
程
〉

　
１１
月
〜
翌
年
３
月
　

　
月
２
回（
隔
週
土
曜
日
予
定
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

※
１０
月
末
頃
に
準
備
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
後
日

「
日
程
表
」を
配
布
し
ま
す
。

〈
場
所
〉

　
大
方
あ
か
つ
き
館 

２
階
会
議
室

　（
黒
潮
町
入
野
６
９
３
１
―
３
）

〈
講
師
〉
　

　
大
方
墨
の
会
　
國
見
惺
さ
ん

〈
定
員
〉

２５
名
（
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

〈
参
加
料
〉

無
料
（
※
た
だ
し
、
準
備
物

に
つ
い
て
は
、
参
加
者
負
担
）

〈
募
集
締
切
〉

　
１０
月

２１
日（
木
）

○
お
問
い
合
わ
せ・
お
申
し
込
み

大
方
あ
か
つ
き
館
内
文
化
振

興
係
（
蕁
４
３
―
２
１
１
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

細
字
実
用
書
道
教
室

生
徒
募
集
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土
地
の
価
格
や
取
引
、
税
（
固

定
資
産
税
を
除
く
）
、
境
界
、
登

記
な
ど
、
土
地
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
相
談
員
】
不
動
産
鑑
定
士
協
会
、

税
務
署
・
法
務
局
担
当
者
、
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
、
司
法
書
士
会
、

土
地
家
屋
調
査
士
会
の
方
々
。

【
日
時
】

１０
月

２０
日（
水
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
高
知
会
館
（
公
立
学
校

共
済
組
合
高
知
宿
泊
所
）

　
高
知
市
本
町
５
―
６
―

４２

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
用
地
対
策
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
８
２
０

　HP http://www.pref.kochi.lg/soshiki/170301/

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
省
の
行

政
相
談
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
総
務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
年

１０
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お

り
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
「
一
日
行
政
相
談

所
」（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

１
日
行
政
相
談

１０
月
２０
日（
水
）

▼
午
前

１０
時
〜
正
午

▼
午
後
１
時
〜
３
時

﹇
場
所
﹈

　
総
合
セ
ン
タ
ー（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

﹇
行
政
相
談
員
﹈
山
闢
 

正
男

１０
月
２２
日（
金
）

▼
午
前

１０
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈

　
有
井
川
多
目
的
研
修
集
会
所

▼
午
後
１
時
〜
３
時

﹇
場
所
﹈

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
役
場
大
方
庁
舎
前
）

﹇
行
政
相
談
員
﹈
堀
野
 

登
子

　
ま
た
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
フ

ロ
ア
内
に
設
置
し
て
い
る
「
行
政

相
談
ポ
ス
ト
」
で
も
、
投
書
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
４
―
４
１
０
０

　
蕭
０
８
８
―
８
２
４
―
４
１
９
４

　E-m
ail:kochi30@

soum
u.go.jp

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
土
・

日
曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　
１１
月

１５
日（
月
）〜

２１
日（
日
）

【
時
間
】

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時（
土
・

日
曜
日
は
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
）

【
電
話
番
号
】

　
蕁
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

※
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

【
取
扱
内
容
】

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問
題
、

暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
女
性

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
就
職
移
動
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
就
労
相
談
、
資
格
や
技
能
を
修

得
す
る
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

 
１１
月
５
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

【
場
所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

 
 
 
 

健
康
研
修
室

○
お
問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
　
無
料
職
業
紹
介
所

 
蕁
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
０

【
応
募
資
格
】

▽
１
種
ま
た
は
２
種
ボ
イ
ラ
ー
・

タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
と
し
て

の
資
格
を
有
す
る
方
。

▽
次
の
必
要
経
験
年
数
を
有
す
る
方
。

盧
第
１
種
の
必
要
経
験
年
数
は
卒

業
後
の
ボ
イ
ラ
ー
ま
た
は
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
の
工
事
、
維
持
ま
た

は
運
用
に
係
わ
っ
た
年
数
で
す
。

土
地
に
関
す
る
無
料
相
談
会

まちの掲示板まちの掲示板

相
 

談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

黒
潮
町
移
動
相
談

秋
の
行
政
相
談
週
間

１０
月
１８
日（
月
）〜
２４
日（
日
）

〜
ご
相
談
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の

ま
ち
の
行
政
相
談
委
員
へ
！
〜

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任

技
術
者（
非
常
勤
）を
募
集
し

ま
す 募

 

集

1種 2種
盧大学（機械工学）卒 ［6（3）］ ［3］
盪大学卒 10［6（3）］ 5［3］
蘯短大・高専（機械工学）卒 ［8（4）］ ［4］
盻短大・高専卒 12［8（4）］ 6［4］
眈高校（機械工学）卒 ［10（5）］ ［5］
眇高校卒 14［10（5）］ 7［5］
眄中学卒 20［15（10）］ 12［10］

［8（3）］ ［3］
眩一級海技士（機関）、特級ボイラー
技士、熱管理士または、技術士（機械
部門に限る）の2次試験に合格した方
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■ 電話＆FAX 0880－64－0143　　■ 携帯 090－7571－3707
■ 講習場所／土居海事事務所　　　 ■ 時間／13：00～

小型船舶免許の更新・失効再交付講習

土居　健二／海事代理士　海事補佐人　小型講師　管理者　身体検査員　
土居　桃代／管理者　身体検査員

土居海事事務所 〒788－0046
宿毛市橋上町橋上2277

受講ご希望の方はご連絡ください。詳細についてお知らせします。

講
習
日

10月

11月

12月

平成23年からの講習日は未定ですが、毎月２回位
は実施する予定です。
都合により変更も有ります。

10日（日）、31日（日）
13日（土）、28日（日）
12日（日）、22日（水）

【日時】　10月16日（土）10：00～15：00
【場所】　黒潮一番館
  当日カツオの一本売り！　売り切れ御免！
  まあ来とうせ　うまいもんが待ちようき

　﹇
 

﹈の
年
数
は
、
必
要
年
数
の

う
ち
発
電
用
の
設
備
（
電
気
工

作
物
に
限
る
。
以
降
同
じ
。
）

に
係
わ
っ
た
年
数
で
、（
 

）の

年
数
は﹇
 

﹈の
う
ち
圧
力
５
８

８
０
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
発

電
用
の
設
備
に
係
わ
っ
た
年
数

で
す
。

盪
第
２
種
の
必
要
経
験
年
数
は
卒

業
後
の
ボ
イ
ラ
ー
、
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
ま
た
は

燃
料
電
池
設
備
（
最
高
使
用
の

圧
力
が

９８
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上

の
も
の
）
の
工
事
、
維
持
ま
た

は
運
用
に
係
わ
っ
た
年
数
で
す
。

﹇
 

﹈の
年
数
は
、
必
要
年
数
の

う
ち
発
電
用
の
設
備
に
係
わ
っ

た
年
数
で
す
。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
待
遇
】
報
酬
　
２
万
円
／
日

　（
週
２
〜
３
日
の
勤
務
）

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
雇
用
期
間
】

　
平
成

２３
年
４
月
１
日
〜
平
成

２４
年

３
月

３１
日（
以
後
、更
新
あ
り
）

【
受
付
期
間
】

　
８
月

１０
日（
火
）〜

１１
月

３０
日（
火
）

　（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　（
四
万
十
市
上
ノ
土
居
１
５
４
４
）

　
蕁
０
８
８
０
―
３
１
―
２
６
０
０

大
月
町
 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

【
日
時
】

　
１０
月

２６
日（
火
）午
前

１０
時
〜

【
コ
ー
ス
】
未
定

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
月
町
役
場 
保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係

 
蕁
０
８
８
０
―
７
３
―
１
３
６
５

四
万
十
市
 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

【
日
時
】

　
１０
月

３０
日（
土
）午
前
８
時

３０
分
〜

【
受
付
】
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
コ
ー
ス
】
未
定

○
お
問
い
合
わ
せ

　
四
万
十
市
役
所 

保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係

　
蕁
０
８
８
０
―
３
４
―
１
１
１
５

土
佐
清
水
市
 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
日
時
】

　
１１
月
７
日（
日
）午
前
９
時

３０
分
〜

【
受
付
】
寿
公
園

【
コ
ー
ス
】
寿
公
園
〜
あ
し
ず
り

港
折
り
返
し
（
約
６
袰
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
清
水
市
役
所 

健
康
推
進
課 

保
健
推
進
係

　
蕁
０
８
８
０
―
８
２
―
１
１
２
１

　
こ
の
映
画
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
の
平
沢
保
治
さ
ん
を
モ
デ
ル

に
し
て
書
か
れ
た
子
ど
も
向
け
の

本
「
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
―
平
沢
保
治
物
語
―
」
を

も
と
に
作
ら
れ
た
作
品
で
す
。

　
平
沢
さ
ん
は
こ
の
作
品
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
差
別
の
痛
み
や
苦
し
み
、

帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
、
そ
し
て
「
人
権
」

の
大
切
さ
を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
１１
月
６
日（
土
）

　
午
後
３
時

２４
分
〜
４
時

【
放
送
局
】
株
式
会
社
テ
レ
ビ
高
知

まちの掲示板まちの掲示板

お
し
ら
せ

平
成
２２
年
度
 

幡
多
地
区
健
康

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
お
知
ら
せ

人
権
啓
発
映
画
「
未
来
へ
の
虹

―
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
―
」テ
レ
ビ
放
送
の
お

知
ら
せ

第7回 土佐さがの第7回 土佐さがの第7回 土佐さがの

もどりガツオ祭もどりガツオ祭もどりガツオ祭
2010秋2010秋

黒潮町役場 産業推進室 TEL0880－43－2113
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はやしや そめ  じ

まちの掲示板まちの掲示板

　
町
内
８
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
ナ

イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
『
黒

潮
リ
ー
グ
』
が
連
日
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
楽
し
み
な
が
ら
幅
広
い
年
齢
層

の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
毎
週
２
回
（
火

お
よ
び
金
曜
日
・
第
１
試
合
午
後

７
時
〜
、
第
２
試
合
午
後
８
時
〜
）、

永
遠
の
「
球
児
」
た
ち
が
白
球
を

追
い
ま
す
。

　
１０
代
か
ら

６０
代
ま
で
、
年
齢
も

職
業
も
さ
ま
ざ
ま
。
平
日
に
も
関

わ
ら
ず
、
仕
事
の
疲
れ
も
感
じ
さ

せ
な
い
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
球
場

は
毎
回
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　　
会
場
と
な
る
大
方
球
場
補
助
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
今
年
４
月
、
国
の
事

業
を
利
用
し
て
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

設
置
し
た
ば
か
り
で
、
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
整
備
さ
れ
て
思
い
切
っ
た

プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
ナ
イ
タ
ー
の
雰
囲
気
が
最
高
！
」

と
評
判
も
上
々
。

　
リ
ー
グ
は
前
期
日
程
を
終
え
、

８
月
か
ら
は
後
期
日
程
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
前
期
日
程
の
結
果
は
次
の
と
お

り
。

◆
参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

　
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
蕁
４
３
―
４
７
２
４

　（
事
務
局
／
呑
ま
せ
処
８
の
字
）

　
ヒ
メ
ノ
ボ
タ
ン
は
県
の
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内

で
は
黒
潮
町
や
四
万
十
町
、
三
原

村
な
ど
に
一
部
生
息
す
る
だ
け
の

大
変
め
ず
ら
し
い
花
で
す
。
日
当

た
り
の
良
い
土
手
な
ど
に
自
生
し
、

直
径
３
㎝
ほ
ど
の
ピ
ン
ク
や
白
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
御
坊
畑
の
松
本
誠
史
さ
ん
、
昌

子
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
「
い
つ
か
、

か
き
せ
川
地
域
が
ヒ
メ
ノ
ボ
タ
ン

の
里
と
し
て
人
が
集
ま
る
よ
う
に

な
れ
ば
」
と
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら

自
宅
の
庭
で
育
て
て
い
ま
す
。
昨

年
種
を
植
え
た
苗
は

４０
〜

５０
㎝
に

伸
び
、
８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。
「
世
話
が
か

か
る
け
ど
、
か
わ
い
い
で
す
よ
」。

小
さ
く
愛
ら
し
い
花
は
、

１０
月
中

旬
ま
で
楽
し
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

ヒ
メ
ノ
ボ
タ
ン
　

見
ご
ろ

心の豊かさと、まちの活性化のために黒潮町民大学を開催します。多くのみなさんのご来場をお待ちしています。

第5回黒潮町民大学第5回黒潮町民大学第5回黒潮町民大学
開場／午後７時

開演／午後７時半

【時間】

送迎車が出ます。
ご利用ください。

●第１講座 10月6日（水）

●第４講座 10月27日（水）●第３講座 10月22日（金）

●第２講座 10月13日（水）

黒
潮
町

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
（
佐
賀
支
所
内
）

 　

tel 

５
５

‐３
１
９
０（
直
通
）

●
お
問
い
合
わ
せ

講師／沖縄音楽 歌手 南ぬ風人まーちゃんうーぽーさん

場所／総合センター 2階 大ホール

「風と大地と島を唄う」 「いきいき元気！
  笑顔広がる生涯学習」～沖縄から平和を願って～

「災害と女性」
～伝えておきたい被災地の現実～

「いのちを大切にする心を育む」

講師／NPO法人　女性と子ども支援センター

ウイメンズネット・こうべ 代表  正井　礼子さん
場所／大方あかつき館１階レクチャーホール

まさい れいこ

講師／落語家　林家　染二さん

場所／大方あかつき館 １階 レクチャーホール

講師／特定非営利活動法人

       いのちをバトンタッチする会 代表　鈴木　中人さん

場所／大方あかつき館 １階  レクチャーホール

順位 チーム名 試合数 勝 負 分

1 8の字 7 5 1 1

2 いろはにヤンキース 7 4 2 1

3 真味 7 4 3 0

4 津野水産 7 4 3 0

5 くろひげ 7 3 3 1

6 森林管理署 7 2 4 1

7 鞭ファイターズ 7 2 5 0

7 パイレーツ 7 2 5 0

熱
戦
続
く
黒
潮
リ
ー
グ

ぱいぬかじぴとぅ

すずき なかと
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まちの掲示板まちの掲示板

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●ストーリーセラー　　　　　　　　　　　　　有川　　浩／著
●禁猟区　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ／著
●白砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏑木　　蓮／著
●肩こり・首痛は９９％完治する　　　　　　　酒井慎太郎／著
●ニッポンの風景をつくりなおせ　　　　　　　梅原　　真／著
●脳からストレスを消す技術　　　　　　　　　有田　秀穂／著
●子は親を救うために「心の病」になる　　　　高橋　和巳／著
●お店みたいなおうちパン　　　　　　　　　　藤田　千秋／著
●おはぎちゃん　　　　　　　　　　　　　　　やぎたみこ／著
●おふとんかけたら　　　　　　　　　　　　　かがくいひろし

佐
賀
図
書
館

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 1 2
笳 4 5 6 7 8 9

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 笳 4 5 6
笵 8 9 10 11 12 13

筐 筺 12 13 14 15 16
筵 18 19 20 21 22 23
筮 25 26 27 28 箜 30
箋 27 28 29 30 30 31

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 1 2
3 笘 5 6 7 8 9

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笊 2 笳 4 5 6
7 笨 9 10 11 12 13

10 筺 笄 13 14 15 16
17 筥 19 20 21 22 23
24 箝 26 27 28 箜 30
31 27 28 29 30 30 31

佐賀文化展開催のお知らせ

○お問い合わせ／本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

10

11

日
自　　至

18～24
25～31

1～7
08～14

水道給水工事指定店 当番一覧表
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工

拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
道 倉 水 道
平 野 住 設

㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設
㈲ 森 田 建 設

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書
カ
ー

ド
の
発
行
は
受
付
で
行
っ
て
い

ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

黒潮町文化協会

10月30日（土）　9：00～18：00
10月31日（日）　9：00～18：00
11月01日（月）　9：00～12：00

今年も佐賀文化展を下記日程で行います。
書道や絵画、生け花などの作品を展示します。
多くの皆さんのお来しをお待ちしています。

日時

総合センター場所
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

10月の納税

安心・便利な口座
振替をご利用くだ
さい。
●お問い合わせ
　本庁 税務課
蕁４３－２８１６

●
個
人
住
民
税　
　
　
　

…
第
３
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
保
険
料　

…
第
４
期

まちの掲示板まちの掲示板

 
今
年
は
特
別
残
暑
が
厳
し
か
っ

た
で
す
が
、
運
動
会
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
今
月
の
「
お
で
か
け

広
場
」「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」
の

行
事
は
、
園
庭
や
公
園
で
遊
ぶ
計

画
で
す
。
気
候
の
良
い
空
の
下
で
、

体
を
動
か
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
５
日（
火
）公
園
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
佐
賀
西
公
園

・
１９
日（
火
）園
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
園
庭

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
６
日（
水
）公
園
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　（
大
方
地
区
体
育
館
前
広
場
）

・
１３
日（
水
）園
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所
園
庭

・
２０
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
２７
日（
水
）簡
単
お
や
つ
作
り

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２

◆
作
業
内
容
お
よ
び
人
数

　
農
道
に
お
け
る
除
草
作
業
・
水

路
の
清
掃
な
ど
／
３
名
程
度

◆
雇
用
期
間

平
成

２２
年

１１
月
１
日
か
ら
平
成

２３
年
２
月

２８
日
ま
で

◆
応
募
資
格

　
景
気
低
迷
に
よ
り
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
お
よ
び
就
職
難

に
よ
り
求
職
活
動
の
方

◆
勤
務
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

◆
勤
務
日
数
 
月
平
均
１５
日
程
度

◆
賃
金
（
通
勤
費
な
し
）

　
日
額
８,
１
０
０
円

◆
提
出
書
類

①
黒
潮
町
作
業
員
申
込
書
な
ら
び

離
職
事
由
が
確
認
で
き
る
書
類

な
ど
。（
離
職
票
な
ど
離
職
し

た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状

◆
募
集
期
間

　
１０
月
８
日（
金
）〜

１０
月

１８
日（
月
）

◆
応
募
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

　
１０
月

１８
日（
月
）午
後
５
時
必
着

◆
選
考
方
法

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

○
お
問
合
わ
せ
・
応
募

　
本
庁 

農
業
振
興
課 

農
業
土
木
係

　（
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１
）

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
伊
与
喜
小
学
校
６
年
生
の
多
田

真
穂
さ
ん
が
８
月

３０
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
か
し
ま
荘
に
車
い

す
２
台
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
夏
に
な
る
と
上
川
口
港
で
捕
れ

る
タ
コ
ク
ラ
ゲ
を
、
商
品
名
『
ま

ほ
ち
ゃ
ん
　
た
こ
く
ら
げ
』
と
し

て
、
同
級
生
の
森
田
き
ら
り
さ
ん

と
一
緒
に
道
の
駅
ビ
オ
ス
大
方
で

販
売
。
そ
の
収
益
を
車
い
す
の
購

入
費
に
充
て
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
「
タ
コ
ク
ラ
ゲ

を
売
っ
て
車
い
す
を
買
い
ま
し
た
。

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
。
田
辺
施
設
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
の
予
定

　
町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

ひ よ り ひ な た たいち

田辺　日和ちゃん・日向ちゃん
〈平成21年1月12日生まれ・平成17年11月15日生まれ〉

二人ともかわいい女の子になってね！

たく み れ おん

小室　拓海くん
〈平成21年1月1日生まれ〉

二人のお姉ちゃんに負けな
い位、大きく元気にな～れ！

ゆう せい

新田　悠晴くん
〈平成21年2月24日生まれ〉

毎日元気で楽しく過ごそうネ。

橋田　壱太くん
〈平成21年1月14日生まれ〉

元気に大きくなってね！

山岸　蓮音くん
〈平成21年2月17日生まれ〉

のびのびと強くて優しい
男の子になってね。

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

平
成
２２
年
度
黒
潮
町
緊
急
雇
用

対
策
作
業
員
の
募
集
に
つ
い
て

ま
ほ
ち
ゃ
ん 

車
い
す
を
寄
附

こ
の
ペ
ー
ジ
で
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
日
程
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
し
た
が
、

開
催
が
不
規
則
な
た
め
掲
載
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、開
催
に
つ
い
て
は
事
前
に
文
書
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。




